
は
し
が
き

I
原
発
は
人
間
に
と
っ
て
必
要
か

第
一
話
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
需
給
か
ら
み
た
原
子
力
1
7

第
一
節
石
油
ｼ
ｮ
ｯ
ｸ
と
原
子
力
1
8

石
油
ｼ
ｮ
ｯ
ｸ
が
も
た
ら
し
た
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
低
成
長
時
代

石
油
の
代
わ
り
に
伸
び
た
原
子
力
と
L
N
G

数
字
か
ら
読
む
世
界
の
原
子
力
ｼ
ﾌ
ﾄ

経
済
性
､
使
い
勝
手
､
環
境
問
題
に
こ
た
え
る
転
換
型
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
の
選
択

競
合
的
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
市
場
の
出
現

石
油
ｼ
ｮ
ｯ
ｸ
の
風
化
に
よ
る
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
需
要
増
の
き
ざ
し

第
二
節
こ
れ
か
ら
重
要
さ
を
ま
す
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
政
策
と
需
給
見
通
し
3
5

新
し
い
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
政
策
の
心
要
性

ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
需
給
見
通
し
I
I
電
力
は
余
っ
て
い
る
か

ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
使
用
に
お
け
る
途
上
国
と
先
進
国
の
役
割
分
担

地
球
規
模
の
環
境
問
題
と
原
子
力
の
選
択



Ⅱ
地
球
環
境
と
原
子
力

第
二
話
環
境
問
題
と
原
子
力
を
考
え
る
4
9

第
一
節
地
球
規
模
で
進
む
環
境
破
壊
に
ど
う
対
処
す
る
か
5
0

化
石
燃
料
と
核
燃
料
の
基
本
的
な
違
い

原
子
力
と
環
境
問
題
を
関
連
づ
け
て
考
え
る

地
球
を
囲
む
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
は
増
え
続
け
て
い
る

異
常
気
象
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る

『
地
球
環
境
報
告
』
は
訴
え
る

け
た
違
い
に
多
い
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

第
二
節
原
子
力
は
環
境
問
題
解
決
の
手
段
に
な
り
う
る
か
6
3

人
口
増
加
は
ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
消
費
増
大
に
拍
車
を
か
け
る

日
本
の
立
場
と
公
害
防
止
技
術

原
子
力
発
電
が
に
な
う
役
割

い
ま
原
子
力
発
電
が
か
か
え
る
悩
み

人
間
は
み
ず
か
ら
を
制
御
し
う
る
だ
ろ
う
か



第
三
話
放
射
線
は
人
間
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
．
1
7
3

第
一
節
自
然
放
射
線
と
人
間
生
活
7
4

太
古
の
昔
か
ら
､
放
射
線
と
か
か
わ
っ
て
生
き
て
き
た

日
ご
ろ
ど
れ
だ
け
の
放
射
線
量
を
受
け
て
い
る
か

建
物
や
道
路
か
ら
も
放
射
線
は
出
て
い
る

職
業
に
よ
っ
て
も
受
け
る
放
射
線
量
は
違
う

自
然
放
射
能
の
利
用
’
ﾗ
ド
ﾝ
温
泉

第
二
節
ﾁ
ｪ
ﾙ
ﾉ
ブ
ｲ
ﾘ
原
発
事
故
の
日
本
へ
の
影
響
8
5

核
実
験
と
原
発
事
故
の
影
響
を
比
較
す
る

日
本
人
に
ど
れ
く
ら
い
の
放
射
性
物
質
が
蓄
積
さ
れ
た
か

輸
入
食
品
汚
染
へ
の
対
策

第
三
節
ﾁ
ｪ
ﾙ
ﾉ
ブ
ｲ
ﾘ
事
故
の
世
界
的
な
影
響
9
0

ﾁ
ｪ
ﾙ
ﾉ
ブ
ｲ
ﾘ
発
電
所
付
近
の
被
曝
線
量
を
み
る

来
日
し
た
人
た
ち
の
放
射
能
を
は
か
る

欧
州
に
お
け
る
人
体
内
放
射
能
を
み
る



Ⅲ
原
発
は
ど
こ
ま
で
安
全
か

第
四
話
原
子
力
発
電
の
｢
安
全
｣
を
考
え
る

－
1
1
暮
ら
し
を
守
る
｢
安
全
｣
の
論
理
1
0
1

第
一
節
原
子
力
｢
安
全
｣
問
題
の
基
本
的
な
特
徴
1
0
2

｢
安
全
｣
の
と
ら
え
か
た
に
ズ
ﾚ
が
な
い
か

原
子
力
｢
安
全
｣
の
目
的
は
一
般
公
衆
‘
の
生
命
､
健
康
､
財
産
の
保
護

原
子
力
｢
安
全
｣
は
社
会
と
の
関
係
の
中
で
は
じ
め
て
発
生
す
る

自
動
車
が
増
え
て
も
､
事
故
が
増
え
て
い
い
わ
け
で
は
な
い

放
射
線
被
曝
だ
け
が
問
題
な
の
か

第
二
節
｢
安
全
｣
確
保
の
第
一
は
､
原
子
炉
の
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
m

原
子
力
に
放
射
能
は
つ
き
も
の
で
あ
る

ま
ず
原
子
炉
を
何
重
に
も
囲
う

炉
を
止
め
､
冷
や
し
．
閉
じ
こ
め
る

第
三
節
原
子
炉
｢
安
全
｣
の
考
え
方
と
国
の
規
制
1
1
8

国
が
規
制
し
､
設
置
者
が
責
任
を
も
つ

原
発
立
地
の
た
め
の
三
条
件

｢
多
重
防
護
｣
と
い
う
安
全
の
大
原
理



第
四
節
安
全
を
評
価
す
る
に
は
ど
う
す
る
か
″
1
2
7

安
全
性
を
評
価
す
る
方
法
―
決
定
論
的
評
価

事
故
の
判
断
基
準

D
B
E
の
設
定
と
そ
の
見
直
し

軽
水
炉
の
安
全
も
日
常
的
に
見
直
さ
れ
て
い
る

第
五
節
も
う
一
つ
の
安
全
評
価
－
異
常
が
起
き
る
確
率
の
も
つ
意
味
1
3
5

確
率
論
的
な
安
全
評
価

確
率
論
的
手
法
を
用
い
た
｢
ﾗ
ｽ
ﾑ
ｯ
ｾ
ﾝ
報
告
｣
と
は

｢
ﾗ
ｽ
ﾑ
ｯ
ｾ
ﾝ
報
告
｣
と
反
原
発
運
動

第
五
話
原
子
炉
破
壊
の
ﾒ
ｶ
ﾆ
ズ
ﾑ

反
応
度
事
故
の
解
明
1
4
5

第
一
節
最
近
の
話
題
か
ら
I
｢
出
力
調
整
運
転
｣
な
ど
1
4
6

が
ん
に
な
る
確
率
と
ﾁ
ｪ
ﾙ
ﾉ
ブ
ｲ
ﾘ
事
故

原
子
炉
の
｢
出
力
調
整
運
転
｣
は
危
険
な
話
か

第
二
節
原
子
炉
に
特
有
な
｢
反
応
度
事
故
｣
と
は
1
5
1

け
た
違
い
の
出
力
！
｢
反
応
度
事
故
｣

た
き
火
に
お
き
か
え
て
み
る
原
子
炉
の
｢
反
応
度
事
故
｣

｢
反
応
度
事
故
｣
を
利
用
し
て
い
る
実
験
炉
｢
N
s
R
R
｣

風
が
吹
け
ば
．
た
き
火
は
強
く
な
っ
た
り
､
弱
く
な
っ
た
7
｢
自
己
制
御
性
｣
と
は



第
三
節
反
応
度
事
故
が
解
明
さ
れ
た
過
程
1
5
9

反
応
度
事
故
プ
ﾛ
ｾ
ｽ
に
み
ら
れ
る
ジ
ｷ
ﾙ
と
ﾊ
ｲ
ド
ｰ
精
力
的
な
ｱ
ﾒ
ﾘ
ｶ
と
日
本
の
実
験

ジ
ｷ
ﾙ
と
バ
ｲ
ﾄ
の
変
身
点
を
み
つ
け
た
｢
N
s
R
R
｣

ﾁ
ｪ
ﾙ
ﾉ
ブ
ｲ
ﾘ
炉
の
反
応
度
事
故
を
み
る

第
四
節
洩
さ
れ
た
課
題
1
6
8

ﾏ
ﾝ
．
ﾏ
ｼ
ﾝ
ｰ
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾌ
ｪ
ｲ
ｽ
の
重
要
性

第
六
話
ﾁ
ｪ
ﾙ
ﾉ
ブ
ｲ
ｰ
事
故
は
日
本
で
も
起
こ
る
か
1
7
3

第
一
節
ﾐ
ｽ
の
重
な
っ
た
ﾁ
ｪ
ﾙ
ﾉ
ブ
ｲ
ﾘ
事
故
に
学
ぶ
1
7
4

日
本
型
と
ｿ
連
型
原
子
炉
の
基
本
的
な
違
い

黒
鉛
炉
の
特
徴
と
問
題
点

ｿ
連
が
黒
鉛
炉
を
選
択
し
た
理
由

不
明
瞭
な
黒
鉛
炉
の
安
全
設
計

ﾁ
ｪ
ﾙ
ﾉ
ブ
ｲ
ﾘ
事
故
を
ふ
り
か
え
る

ｿ
連
に
お
け
る
安
全
設
計
の
改
善
策

運
転
員
の
訓
練
状
況

第
二
節
良
好
な
稼
動
実
績
を
誇
る
日
本
の
原
子
力
発
電
1
9
3

主
要
国
に
お
け
る
原
発
の
稼
動
状
況

ｽ
ｸ
ﾗ
ﾑ
率
か
ら
み
た
内
外
の
比
較

原
子
炉
の
事
故
は
増
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か



Ⅳ
原
子
力
の
有
効
利
用
と
廃
棄
物

第
七
話
原
子
力
発
電
に
核
燃
料
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
は
欠
か
せ
な
い
2
0
5

第
一
節
科
学
技
術
の
発
達
が
原
子
力
を
生
み
出
し
た
2
0
6

ﾐ
ｸ
ﾛ
の
世
界
を
追
究
す
る
科
学
技
術

ｴ
ﾈ
ﾙ
ギ
ｰ
の
高
密
度
化
は
歴
史
の
流
れ

第
二
節
原
子
力
利
用
の
本
来
的
な
姿
I
核
燃
料
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
の
確
立
2
1
1

廃
棄
物
の
量
が
少
な
い
核
燃
料
利
用

技
術
が
資
源
を
つ
く
る
I
I
I
核
燃
料
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
と
資
源
有
効
利
用

核
分
裂
生
成
物
を
安
全
に
扱
う

き
ら
わ
れ
も
の
の
ブ
ﾙ
ﾄ
ﾆ
ｭ
ｳ
ﾑ
も
立
派
な
燃
料

第
三
節
青
森
県
六
ヶ
所
村
､
下
北
プ
ﾛ
ジ
ｪ
ｸ
ﾄ
の
意
義
2
2
1

日
本
は
一
人
前
の
原
子
力
先
進
国
に
な
れ
る
か

文
化
的
”
な
原
子
力
施
設
が
必
要
で
す

廃
棄
物
の
問
題
か
ら
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

第
四
節
技
術
立
国
と
し
て
の
役
割
2
3
0



第
八
話
放
射
性
廃
棄
物
か
ら
安
全
を
確
保
す
る
道
2
3
3

第
一
節
放
射
性
廃
棄
物
は
ど
う
始
末
し
た
ら
よ
い
か
2
3
4

貯
蔵
と
処
分
は
ど
う
違
う
か

放
射
性
廃
棄
物
を
処
分
す
る
方
法

低
ﾚ
ベ
ﾙ
廃
棄
物
処
分
の
実
例

高
ﾚ
ベ
ﾙ
廃
棄
物
の
処
分
案

第
二
節
廃
棄
物
の
処
分
と
人
間
へ
の
影
響
2
4
3

想
定
し
う
る
限
り
の
ｼ
ﾅ
ﾘ
ｵ
を
考
え
る

放
射
性
廃
棄
物
の
ﾘ
ｽ
ｸ
を
考
え
る

合
理
的
な
判
断
基
準
を
ど
う
設
定
す
る
か

V
も
っ
と
話
そ
う
原
子
力
発
電

第
九
話
反
原
発
運
動
の
広
が
り
と
社
会
的
背
景
2
5
3

第
一
節
ﾁ
ｪ
ﾙ
ﾉ
ブ
ｲ
ﾘ
事
故
か
ら
二
年
｡
今
な
ぜ
反
原
発
か
2
5
4

社
会
現
象
に
な
っ
た
反
原
発
運
動

反
原
発
運
動
の
主
張
と
は

｢
豊
か
な
社
会
｣
と
運
動
の
広
が
り



ど
ん
な
人
た
ち
が
反
原
発
運
動
を
支
え
て
い
る
か

反
原
発
運
動
に
影
響
を
与
え
た
｢
緑
の
党
｣
の
動
き

原
発
廃
止
国
の
方
向
と
か
か
え
た
悩
み

第
二
節
｢
原
子
力
は
安
全
で
す
｣
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
2
6
6

十
分
な
議
論
が
必
要
な
｢
原
子
力
の
安
全
性
｣

魅
力
的
な
政
策
の
必
要
性

問
わ
れ
る
電
力
会
社
の
経
営
姿
勢

お
わ
り
に
近
代
文
明
の
光
と
影
2
7
3

編
者
あ
と
が
き

索
引

装
幀
＝
福
井
愛
治

ｲ
ﾗ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
＝
富
盛
敏
秀
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